　「ネットでの麻生人気は麻生側近が２ちゃんねるやブログなどで仕掛けて作ったものだ」(上杉隆)
「秋葉原にいる人は自民党員じゃないから投票もできない」(ワイドショー)
「（麻生総理が国連演説でのハプニングをジョークで乗り切った話）そういうのだけはうまい。いつもジョークを飛ばしている（勝谷）」「だから口が曲がっているんですねぇ」「庶民の気持ちがわかるか」(関西ローカル／読売テレビ「あさバラ」日テレ)
「麻生適任じゃない…71%」(TBSラジオ番組で調査／ニュース情報番組／荒川強啓ディキャッチ)
「出来レース」(TBS／杉尾)「自民党総裁選…盛り上がりを欠いている」(毎日新聞／社説)
「福田総理が辞めた理由は麻生の揺さぶり」(デイリープラネット　特別解説員／慶応義塾大学経済学部／櫻川晶哉教授)「安部政権発足時に酷似｢官邸崩壊｣の予兆」(上杉隆／週刊文春)
「政権　野党に譲って民意を問え」(朝日新聞)「麻生は小泉内閣を逆行している政策」「麻生は永田町では人気がない」「麻生では古い自民党体質で変化がない」(各テレビ局)
「かみつく麻生、ドンと構える小沢」(日テレ)「（自民党総裁選　公開討論）膨らむ社会保障　財源問題は及び腰　難題先送りムード」（毎日新聞）「麻生太郎「お坊ちゃま」耐えられない軽さ」(週刊文春)
「消費税論議　衆院選にらみ「あいまい」」（読売新聞）「つぎはぎ内閣」（日本婦人有権者同盟代表　紀平　子／毎日新聞）「自民党よりも民主党のほうが政権担当能力が高い」（早稲田大学教授／　原英資）
「高まる総選挙機運　与党逆風　野党は勢い」（朝日新聞）「総裁選　お祭り騒ぎ」(東京新聞）
「若者に響かぬ政策論」（毎日新聞）「政策にあいまいさ」（読売新聞）「小沢政権　錦の御旗に」(朝日新聞)
「本命「麻生」失言を恐れて電話にも出ず　引きこもり」（週刊新潮）
「（麻生総理大臣就任）理念も政策もなき勝利」（社説／毎日新聞）「（福田首相退陣を受けて）ばらまき方へ大逆流も」（東京新聞）「金融政策　弱い」（慶応大学／政治学教授　曽根泰教／東京新聞）「私は昔から金持ち　大はしゃぎ　麻生太郎「ワル乗り方言禄」」（週刊文春）

「福田首相の辞任の背景　禅譲密約か」（朝日新聞）「解散へ臨戦態勢　流れもう止められない」（読売新聞）
「（福田総理）「ぶらさがり取材」拒否は責任放棄」（読売新聞）
「（自民総裁選　公開討論）社会保障　具体策示さず」「（福田辞任は）茶番劇だ。（中略）「麻生」というブランドになっても国民に通用しない」（エコノミスト　天野祐吉／東京新聞）「財源論議　ほったらかし」（朝日新聞）「皆がぼかす　消費税上げ」（東京新聞）
「麻生氏は注目されることが大好き。世論受けする政治をやる」（御厨貴氏／東大教授　日本政治学／毎日新聞）「麻生の「部落差別」「強制労働」問われる過去　この男は宰相の器なのか」（週刊ポスト）
「国民の方を向いていない」（ジャーナリスト　上杉隆／毎日新聞）
「（自民党総裁選）国民不在のお祭り騒ぎ」（朝日新聞）「胸に響かない総選挙」（小菅洋人　政治部編集委員／毎日新聞）「自民、補正は後回し」（朝日新聞）
「（自民党総裁選公開討論）重要政策肩透かし」（朝日新聞）「政権構想　具体性乏しい」（毎日新聞）「外交政策は官僚のウケ売り」（週刊文春）「抜本改革には政権交代」（朝日新聞）
「自民党総裁選　ハチ公前占拠「迷惑」」（毎日新聞）「麻生総理には期待しない。（中略）実績が見当たらない。明確に経済政策について言ったことは１度もない。財務省の手のひらでおどっている。」（エコノミスト　紺谷典子／東京新聞）
「マンガやアキバを話題にする麻生には人気取りのネタ以上のものは感じられない」（作家　雨宮処凛／毎日新聞）「「麻生首相、国連で演説～「自由と繁栄の孤」言及なく」「発言　国民実感と落差」（片山善博／慶応義塾大学　教授／毎日新聞）
「(麻生総理の国連での演説)「中国と韓国は日本にとって重要なパートナー」と強調」(西田進一郎／毎日ｊｐ)「タカ派を多数抱え、日中関係は一気に悪化する」（森永卓郎　経済アナリスト／毎日新聞）
「所信表明　選挙目当ての挑発が過ぎる」(各新聞社)
「ごまかすために民主批判」「中身がない」「日本をどうしたいのかわからない」(テレビコメンテーター)「国民は肩透かし」「(所信表明について)あいまいさにはあ然とする」（朝日新聞）「麻生氏　資質に問題あり」野中元自民党幹事長／毎日新聞」
